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委員会視察　　　研修報告

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー

ム
ズ
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
り
駅
東
側
第

２
開
発
エ
リ
ア
の
事
業

を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
進
地
で
あ
る
神

奈
川
県
藤
沢
市
に
あ
る

「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
」
を
視
察
研
修

し
今
後
の
住
宅
整
備
事

業
調
査
に
活
か
す
た
め

実
施
し
た
。

　
研
修
概
要
は
、
街
の

コ
ン
セ
プ
ト
、
街
の
安

全
・
安
心
対
策
、
街
づ

く
り
の
ル
ー
ル
、
街
区

コ
ン
セ
プ
ト
、
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
、
ま
ち
親
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

研
修
を
受
け
た
。
研
修

を
通
し
て
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
㈱
が

進
め
る
街
作
り
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
き
整
備

さ
れ
た
街
並
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
を
調
査
し

１
０
０
年
先
も
『
生
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
が
う

ま
れ
る
街
に
つ
い
て
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

　
当
町
の
住
宅
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
建
て
て
終
わ

り
の
街
」
か
ら
「
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
街
」(

人

間
・
社
会
・
地
球
環
境

の
持
続
可
能
な
発
展)

へ
自
治
組
織
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
会
社
に
よ
る
持

続
的
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
こ
れ
か
ら
の
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
あ
り

方
と
し
て
定
着
し
発
展

す
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

　
幕
別
町
は
、
北
海

道
帯
広
市
東
隣
、
十

勝
総
合
振
興
局
内
中

川
郡
に
位
置
し
人
口

２
６
、
６
５
６
人
、
面

積
４
７
７
・
64

と
十

勝
平
野
の
中
心
部
に
あ

り
、「
国
内
一
の
食
糧

生
産
基
地
」
と
し
て
、

畑
作
・
酪
農
を
メ
イ
ン

に
し
た
農
業
先
進
地
で

あ
り
ま
す
。
本
町
の
基

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農

業
は
８
年
６
カ
月
前
の

東
日
本
大
震
災
と
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
よ
り
壊
滅

状
態
、
そ
の
後
の
復
興

に
よ
り
農
地
面
積
の
半

分
程
度
ま
で
進
み
ま
し

た
が
、
ま
だ
道
遠
い
状

況
で
あ
り
、
さ
ら
に
農

業
再
生
に
向
け
、
立
ち

位
置
を
学
び
に
伺
い
ま

し
た
。

　
本
町
に
お
け
る
営
農

再
開
７
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
全
国
共
通
の
高

齢
化
・
人
口
減
少
・
農

家
戸
数
の
減
少
に
、
震

災
・
原
発
事
故
被
害
が

加
わ
り
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
今
回
地
理
的
・

自
然
条
件
を
巧
み
に
掴

み
、
適
材
適
所
に
関
係

機
関
連
携
の
も
と
行
政

が
リ
ー
ド
し
、
町
ぐ
る

み
で
取
り
組
み
さ
れ
て

い
る
こ
と
よ
り
、
政
策

策
定
の
重
要
性
を
認
識

す
る
う
え
で
大
変
貴
重

な
視
察
研
修
で
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

研

修

報

告

～
若
者
の
移
住
促
進
の
た
め
に
～

～
町
内
農
地
の
再
生
に
向
け
て
～

神
奈
川
県
藤
沢
市

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

令
和
元
年
７
月
10
日
（
水
）
～
12
日
（
金
）

北
海
道
中
川
郡

　
幕
別
町
議
会

令
和
元
年
７
月
22
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）
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８
月
26
日
三
郷
市
議

会
、
27
日
茅
ヶ
崎
市
議

会
を
訪
問
し
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
三
郷
市
と
は
、
平
成

20
年
に
災
害
時
相
互
応

援
協
定
を
結
ん
だ
こ
と

も
あ
り
、
東
日
本
大
震

災
の
時
に
い
ち
早
く
食

糧
、
毛
布
等
の
支
援
物

資
と
給
水
車
の
支
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
を
申
し
上
げ
、
そ
し

て
平
成
24
年
よ
り
今
日

ま
で
継
続
し
て
職
員
を

派
遣
し
て
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
御
礼
を
申
し
上
げ
、

更
な
る
支
援
を
お
願
い

し
広
野
町
の
災
害
状
況

と
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と

現
状
を
説
明
し
、
委
員

よ
り
震
災
時
の
様
子
や

対
応
、
ま
た
避
難
時
の

問
題
点
、
帰
町
の
様

子
、
仮
設
住
宅
で
の
生

活
の
問
題
や
帰
町
困
難

者
の
問
題
点
な
ど
の
多

岐
に
わ
た
る
説
明
や
質

問
等
を
踏
ま
え
、
現
在

の
広
野
町
の
状
況
に
つ

い
て
の
理
解
を
い
た
だ

い
た
。

　
茅
ヶ
崎
市
に
お
い
て

も
平
成
29
年
よ
り
今
日

ま
で
継
続
し
て
職
員
を

派
遣
し
て
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
御
礼
を
申
し
上
げ
、

広
野
町
の
災
害
状
況
と

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
現

状
を
説
明
し
理
解
を
い

た
だ
い
た
。

　
令
和
元
年
７
月
８
日
に
第
３
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
林
専
道
柴
橋
・
東
黒
森
線
開
設
工
事
の
工
事
請
負
契
約
を

全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

研
修
報
告
・
臨
時
会

～
支
援
の
感
謝
を
込
め
て
～

埼
玉
県
三
郷
市
議
会

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
議
会

令
和
元
年
８
月
26
日
（
月
）
～
28
日
（
水
）

第３回臨時会

工事請負契約
林専道柴橋・東黒森線開設工事

　伐期を迎えつつある森林の、資源の有効活用、保安林の機能強化などの公益的

機能の向上、病害虫の拡散防止等を、高性能林業機械により効率的に行うための、

林専道柴橋・東黒森線開設工事の契約締結を可決しました。

工 事 の 概 要　施工延長　1020.6ｍ　幅員3.0ｍ

工 事 場 所　広野町大字上浅見川字柴橋他地内 　 

工事請負代金　９９５５万円 　 　

工 期　着工　令和元年７月９日　

　　　　　　　 完成　令和２年３月２日 

請 負 者　田中・五社山特定建設工事共同企業体


